
たものと考えられた。 

記載甲の輪郭は横に広い扇形で，前側縁と後側縁の境目は明瞭な角となっている。甲面は 

平担でなく，隆起した部分では粗雑な顆粒状となっている。額は3歯より成り，その中の1歯 

は中央に位置し，他のものより僅かに大きい。額の3歯とそれに続く眼窩前歯との間隔は広く， 

両者は分離される。前側縁には眼窩外歯を含めて10歯ある。各歯の先は鋭く尖るが，前方のも 

のはあまり大きくなく鋸歯に刻まれる。第10の歯は大きくて側方に突出し，甲はこの部分で最 

大の幅となる。後側縁に歯はない。鉗脚の長節上面の末端および末端部に近い所に各1棘づつ 

と腕節の内角に強力な1棘がある。また，掌節上面の外表に6本の稜線があり，その最上は指 

節の約2/3の長さの上縁と同じように棘状となっている。不動指は急に下方に曲る。脚は，特 

に最後の一対では，前節と指節が幅広く，平らとなっている。 

体色は薄し、赤みがかった茶色。可動指と不動指は黒色をおびてI、ない。 

大きさ：雄の甲長102mm，甲幅150mm 
論議本種は甲の前側縁歯が10個で，甲幅は第10の歯の部分で最大となる。後側縁には歯や 

刻み目はない。可動指，不動指ともに黒色をおびていないなどの点で他のイチョウガニ属と区 

別される。本標本の形態は従来の記載例（SCHMITT，1921，RATHBUM, 1930)と良く合致する。 

BUTLER (1961)によると，本種は雌雄ともに2歳で性成熟に達し，その甲幅は雌で97�118 
m m ,雄で 9 7 � 1 2 0 m m ,次いで，雄は 3〜 4歳で 1 4 7 � 1 7 6 m mとなる
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これより，本標本は 

性成熟に達した3歳の雄に相当することがわかる。 

RESS (1963)によると，アメリ力では最初にこのかに資源の利用を試みた漁村の名前をとっ 

て，このかにを D u n g e n e s s c r a bと呼び，現在では，重要な大型の食用がにの一つとなって 

いる。その漁場は力リフォルニア州からアラスカ州に至る水深 4 � 4 0 m位の浅海域に形成され 

るが，資源が最も豊富な漁場はサンフランシスコ沖とアラスカ南東沖の間にある。従って，本 

標本は東部太平洋沿岸から，北方海域を経由して，北海道釧路沖に出現したものと推察され 

る。しかし，その移動方法は明らかでない。ただし，甲幅が10cm以上となった本種の移動範 

囲は，最大でも 2 0マイル前後（B U T L E R , 1957)と，通常では地域性を示す種であること，さら 

には移動経路と推定されるアリューシャン列島沿いの海底地形などからみて，東部太平洋の浅 

海底で生活していた個体が直接移動してきたとは考えにくい。むしろ，浮遊幼生時代に，西流 

方向のアラスカ海流系で日本に近い北方水域まで偶然に輸送され，そこで底生生活に移行後， 

次第に南下してきたものか，あるいはかに類の移住に多くの例があるように，幼がにまたは幼 

生が船舶のバラストタンクに入りこんで移動してきたものか，いろいろの場合が考えられるよ 

うである。何れにしても，漁業が盛んな北海道太平洋岸で，本種の発見が今迄に1個体のみで 

あったことは，本種がこの海域に定住していないことを示しているものと考えられる。 

ところで，本標本出現の1年ほど前には，南カリフォルニアからアラスカ南東およびべ一リ 

ング海で生息するシモフリガレイ，Embassichthys bathybiusが5個体，北海道の太平洋岸の 

3 0 0 m以深の海底より採集され，西部太平洋初記録と報告されている（A M A O K A et al., 1981)� 
東部太平洋に生息する2種類の生物が，期せずして西部太平洋に出現したことになる

0 
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